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　　平城地区の市街地の中に、縄文時
代後期の貝塚遺跡があるのを、皆さん
ご存じでしょうか。
　　その名も「平城貝塚」。今から約
4,000年前を中心に存在していました。
この貝塚からは、土器や石器のほかに
も、完全体の人骨や獣骨、貝殻等、多数
の埋蔵文化財が発見されています。平
城公民館で出土品を展示していますの
で、興味がある方は、ぜひ一度ご覧くだ
さい。

国指定史跡 「平城貝塚」
愛南町
ホーム
ページ

生涯学習課　電話：73ｰ1112
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